
せ っ つ 　 議 会 だ よ り第１７９号 平 成 ２ ３ 年 １ 月 １ ５ 日

議 会 を 傍 聴 し ま せ ん か第 179 号
平成 23 年 1 月 15 日発行 傍聴手続きは簡単です。気軽に議会事務局（市役所新館３階）までお越しください。

平成 23 年第１回定例会は、次の予定で開催されます。
開会予定時刻は、いずれも午前 10 時です。
　本　会　議　２月 22 日 ( 火 )・３月 7 日 ( 月 )・8 日 ( 火 )・30 日 ( 水 )
　常任委員会　３月 10 日 ( 木 )・11 日 ( 金 )
　駅前等再開発特別委員会　３月 17 日 ( 木 )
なお、会議開会の予定時刻 30 分前までに傍聴希望者が定員を超えた場合は、抽選に
なりますので、あらかじめご了承ください。

０６（６３８３）１１１１（大 代 表 ）
０７２（６３８）０００７（ 代 表 ）
０６（６３８３）１６０３（議会事務局）
０６（６３８２）０８２２FAX

摂津市三島一丁目１－１

発 行
編 集

摂 津 市 議 会
議会だより編集委員会

　
12
月
15
日
の
本
会
議
で
、
次
の
意
見

書
を
可
決
し
、
国
会
及
び
関
係
行
政
機
関

に
送
付
し
ま
し
た
。

　
10
月

12
日	

総
合
計
画
基
本
構
想
審
査

                                  

特
別
委
員
会

25
日	

建
設
常
任
委
員
会

	

民
生
常
任
委
員
会

26
日	

総
務
常
任
委
員
会

	

文
教
常
任
委
員
会

27
日	

建
設
常
任
委
員
会

	

民
生
常
任
委
員
会

28
日	

総
務
常
任
委
員
会

29
日	

駅
前
等
再
開
発
特
別
委
員
会

　
11
月

8
日	

総
合
計
画
基
本
構
想
審
査

                                  

特
別
委
員
会

15
日	

総
合
計
画
基
本
構
想
審
査

                                  

特
別
委
員
会

25
日	

議
会
運
営
委
員
会

	

議
会
運
営
委
員
協
議
会

　
　
第
4
回
定
例
会

( 

11
月
30
日
か
ら
12
月
15
日)

30
日	

本
会
議(

初
日)

	

議
会
活
動
等
検
討
委
員
会

　
12
月

1
日	

建
設
常
任
委
員
会

	

建
設
常
任
委
員
協
議
会

	

民
生
常
任
委
員
会

2
日	

総
務
常
任
委
員
会

	

文
教
常
任
委
員
会

	

文
教
常
任
委
員
協
議
会

8
日	

駅
前
等
再
開
発
特
別
委
員
会

9
日	

議
会
運
営
委
員
会

	

議
会
運
営
委
員
協
議
会
　
　 

14
日	

本
会
議(

2
日
目)

	

文
教
常
任
委
員
会

15
日	

本
会
議(

最
終
日)

	

議
会
運
営
委
員
会
　
　

24
日	

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

○
子
ど
も
手
当
財
源
の
地
方
負
担
に
反

対
す
る
意
見
書

○
中
小
企
業
支
援
及
び
、
金
融
支
援
策

を
求
め
る
意
見
書

○
脳
脊
髄
液
減
少
症
の
診
断
・
治
療
の

確
立
を
求
め
る
意
見
書

○
ヒ
ト
Ｔ
細
胞
白
血
病
ウ
ィ
ル
ス
１
型

（
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
｜
１
）
総
合
対
策
を
求
め

る
意
見
書

○
学
校
保
健
安
全
法
に
よ
る
医
療
費
助

成
（
歯
科
）
の
適
用
範
囲
拡
大
を
求

め
る
意
見
書

本
市
議
会
で
は
、
次
の
事
項
を
申
し
合
わ
せ
て

い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

議
会
の
申
し
合
わ
せ
事
項

　本会議の経過を記録した会議録、委員会の経過を記録
した委員会記録については、次の施設で閲覧できます。

　 ・市民図書館　・鳥飼図書センター　・各公民館
　 ・市民サービスコーナー（千里丘・正雀・南摂津）
　 ・男女共同参画センター・市役所の情報コーナー
　なお、平成 22 年第４回定例会の会議録は平成 23 年 2
月 20 日頃から閲覧できるようになる予定です。
　閲覧を希望される方は、それぞれの窓口で申し出てく
ださい。

歳 入 総 額 歳 出 総 額

一 般 会 計 348 億 3,622 万円 339 億 9,675 万円

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 95 億 6,984 万円 99 億 6,128 万円
老 人 保 健 医 療 3,145 万円 373 万円
財 産 区 財 産 15 億 6,574 万円 4,711 万円
公 共 下 水 道 事 業 56 億 2,202 万円 57 億 3,498 万円
パートタイマー等退職金共済 1,416 万円 1,416 万円
介 護 保 険 35 億 8,253 万円 35 億　309 万円
後 期 高 齢 者 医 療 6億 1,043 万円 5億 8,772 万円

水 道 事 業
会 計

収 益 的 収 支 24 億　588 万円 21 億 2,638 万円
資 本 的 収 支 5 億 3,087 万円 10 億 7,512 万円

平成２１年度会計別決算額表　　　　 　　（千円以下は四捨五入）

会 計 名 区 分

　平成 22 年第４回定例会は、11 月 30 日から１2 月 15 日までの 16 日間に
わたり開かれました
　この定例会では、閉会中に審査が行われた平成 21 年度の一般会計など９
会計の決算を認定、総合計画基本構想を可決しました。そして、今定例会に
市長から提出された平成 22 年度摂津市一般会計補正予算など 40 件の議案
を可決、請願１件を継続審査とし、議員から提出された 5 件の意見書を可決
しました。また、選挙管理委員会委員及び同補充員の選挙を行いました。

　

平
成
22
年
第
３
回
定
例
会
に

市
長
か
ら
提
出
さ
れ
、

閉
会
中

の
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
平

成
21
年
度
の
一
般
会
計
を
は
じ

め
と
す
る
9
会
計
の
決
算
に
つ

い
て
は
、

総
務
・
建
設
・
文
教
・

民
生
常
任
委
員
会
、

議
会
運
営

委
員
会
、

駅
前
等
再
開
発
特
別

委
員
会
で
審
査
が
行
わ
れ
、

い

ず
れ
も
認
定
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、

本
9
件
に
つ
い
て

は
、

11
月
30
日
に
開
催
さ
れ
た

第
４
回
定
例
会
の
初
日
の
本
会

議
で
、

そ
れ
ぞ
れ
審
査
を
行
っ

た
委
員
会
の
委
員
長
か
ら
審
査

結
果
の
報
告
を
受
け
、

賛
成
、

反

対
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
の

討
論
の
後
、

採
決
を
行
い
、

い
ず

れ
も
認
定
し
ま
し
た
。

歳出総額は
５７０億５，０３２万円

平成２２年第４回定例会を開催
　

9
月
10
日
の
第
３
回
定
例
会
本
会
議
で
総
合
計
画

基
本
構
想
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
「
摂
津

市
総
合
計
画
基
本
構
想
」
に
つ
い
て
は
9
月
30
日
、

10
月
12
日
、
11
月
8
日
及
び
15
日
の
４
日
間
に
わ
た

り
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
最
初
に
全
般
に
わ
た
っ
て
の
説
明
を

受
け
た
後
、
序
論
及
び
基
本
構
想
の
第
１
章
か
ら
第

２
章
を
審
査
し
、
次
に
、
基
本
構
想
の
第
３
章
第
１

節
か
ら
第
４
節
ま
で
の
審
査
を
行
い
、
次
に
、
第
３

章
第
５
節
か
ら
第
７
節
ま
で
、
及
び
第
４
章
が
審
査

さ
れ
ま
し
た
。
審
査
の
区
分
ご
と
に
質
疑
が
行
わ
れ
、

採
決
の
結
果
、
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
11
月
30
日
の
本
会
議
に
お
い
て
委
員
長

か
ら
審
査
結
果
の
報
告
を
受
け
、
賛
成
、
反
対
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
討
論
が
行
わ
れ
、
採
決
の
結
果
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
年
始
及
び
暑
中
見
舞
い
等
の
時
候
の
挨
拶

状
は
出
さ
な
い
。

○
葬
祭
に
際
し
て
樒
、
香
典
、
供
花
、
供
物
、

弔
電
等
を
し
な
い
。

○
結
婚
、
入
学
等
慶
事
に
際
し
て
、
お
祝
い
、

祝
電
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
等
を
し
な
い
。

○
各
種
団
体
等
の
諸
行
事
に
際
し
て
、
お
祝

い
、祝
電
、寄
付
、寸
志
、広
告
等
を
し
な
い
。

会
費
の
額
が
明
記
さ
れ
て
い
れ
ば
、
こ
の

限
り
で
な
い
。

○
中
元
及
び
歳
暮
等
の
贈
答
並
び
に
手
帳
、

カ
レ
ン
ダ
ー
類
の
配
布
は
行
わ
な
い
。

○
新
聞
等
の
名
刺
広
告
及
び
協
賛
広
告
は
行

わ
な
い
。

○
後
援
会
名
義
で
、
前
記
の
行
為
を
行
わ
な

い
。

  議会のホームページ
 　（http://www2.city.settsu.osaka.jp/gikai/）

本会議・委員会の記録の閲覧

平成２１年度決算を認定



せ っ つ 　 議 会 だ よ り第１７９号 平 成 ２ ３ 年 １ 月 １ ５ 日

◇第４次行財政改革
◇指定管理者制度
◇将来の街づくり（第４次総合計画の実施と大阪都

構想及び大阪市の分市問題との関係）
◇新型インフルエンザに対する危機管理
◇第４次総合計画実施計画
◇第４次総合計画基本構想制定に向けて第１次から

第３次総合計画基本構想の積み残された事業仕訳
け（人口推移）

◇職員の資質向上・機構改革　  
◇防災対策
◇入札制度
◇市政の情報をパソコンや携帯電話に配信する（仮

称）セッピィめーる配信サービス
◇インターネットを利用した電子申請サービス・公

共施設のオンライン予約
◇地上デジタルテレビ放送の受信に関する相談窓口

の設置
◇住宅用火災警報器の高齢者や障がい者の方への無

償貸与

◇正雀駅前ワークショップのその後の進捗状況
◇公共施設の配置と市民のアクセス
◇第４次総合計画基本構想制定に向けて第１次から

第３次総合計画基本構想の積み残された事業仕訳
け（都市核整備）

◇阪急摂津市駅開設に伴う変化への対応
◇南千里丘開発に伴う地域への影響と課題（市民が

集い、憩える街づくり）
◇市内での交通事故の発生状況・交通危険箇所の改

善・生活道路の改修など今後の見通し・正雀、千
里丘西口、駅周辺の対策

◇淀川河川公園におけるグラウンドゴルフ場設置
◇公共施設巡回バス
◇水道検針時に独居高齢者などの安否確認サービス

実施
◇市内全域バスの利便性の向上・地域の実情にあっ

た交通機関の考え方・民間活力を導入した、ジャ
ンボ福祉タクシーなどの導入

◇府道正雀一津屋線の第四中学校正門付近から別府
交差点までの安全対策

12 月 14 日・15 日の本会議で 12 人の議員
が次の項目の一般質問を行いました。

　

本
条
例
は
、
文
化
財
に
対
す
る
市
の
責
務
、

市
民
、
所
有
者
の
役
割
等
を
明
確
に
す
る
も
の

で
、
市
内
に
あ
る
重
要
な
文
化
財
に
つ
い
て
、

保
存
・
活
用
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
、

市
民
の
郷
土
理
解
や
文
化
の
向
上
に
役
立
て
る

も
の
で
す
。
指
定
及
び
文
化
財
の
種
類
は
、
有

形
文
化
財
、
無
形
文
化
財
、
有
形
民
俗
文
化
財
、

無
形
民
俗
文
化
財
、
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
、

埋
蔵
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
文

化
財
保
護
法
や
大
阪
府
文
化
財
保
護
条
例
に
よ

り
指
定
さ
れ
た
文
化
財
以
外
が
対
象
で
す
。
施

行
期
日
は
平
成
23
年
１
月
１
日
か
ら
で
す
。
本

件
は
文
教
常
任
委
員
会
の
審
査
を
経
て
、
12
月

15
日
の
本
会
議
で
可
決
し
ま
し
た
。

議会で決まったこと
　第 4回定例会で議決された案件は次のとおりです。
　議決の状況ごとに区分してお知らせします。

　

議
会
は
本
会
議
で
、
任
期
満
了
に
伴
う
選
挙

管
理
委
員
会
委
員
及
び
同
補
充
員
の
選
挙
を
行

い
、
次
の
方
を
当
選
人
と
決
定
し
ま
し
た
。

○
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

　

勝　
　

吉
彦　

氏

　

住
所
＝
千
里
丘
東
三
丁
目  

　

辻　
　

晴
雄　

氏

　

住
所
＝
正
雀
本
町
二
丁
目

　

木
田　

徳
幸　

氏

　

住
所
＝
鳥
飼
八
防
一
丁
目

　

葭
中　

冨
佐
子　

氏

　

住
所
＝ 

別
府
一
丁
目

○
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
補
充
員

　

土
井　

絹
代　

氏

　

住
所
＝
鳥
飼
本
町
四
丁
目

　

稲
田　

盛
一　

氏

　

住
所
＝
新
在
家
一
丁
目

　

篠
崎　

忠
行　

氏

　

住
所
＝
正
雀
本
町
二
丁
目 

　

武
部　

寛
子　

氏

　

住
所
＝
千
里
丘
五
丁
目  

◇協働のまちづくり（旧教育研究所をコミュニティ
の拠点に）

◇尖閣問題、北方領土問題の正しい教育
◇市営鯵生野団地の跡地に別府公民館
◇スポーツ・文化都市宣言
◇吹田操車場跡地の文化遺産に対する市の考え方
◇就学援助金制度
◇子育て支援 ( 学童保育 )
◇学校教育現場の状況・教育委員会の役割
◇体育施設の充実・中学校での部活動の充実・総合

型地域スポーツクラブ
◇南千里丘開発に伴う地域への影響と課題（児童、

生徒数の増加と学校の受け入れ体制）
◇公民館に高齢者や障がい者の視点に立った、エレ

ベーターの設置などバリアフリー化
◇中学校給食の導入
◇（仮称）摂津市総合体育館の建設

◇環境政策
◇徘徊ＳＯＳネットワークの構築
◇市民課窓口業務の一部委託
◇コミュニティプラザの貸室予約
◇市民活動支援に関する取り組み
◇子育て支援 ( ファミリーサポートセンター・地域

の子どもの居場所について )
◇地球温暖化防止地域計画策定
◇ゴミ収集業務の民間委託拡大
◇第４次総合計画基本構想制定に向けて第１次から

第３次総合計画基本構想の積み残された事業仕訳
け（商工農政）

◇国民健康保険制度を広域化する方針に反対すること
◇地域産業振興策として住宅リフォーム助成制度の

導入
◇南千里丘開発に伴う地域への影響と課題（保育所

等の受け入れ体制）
◇安威川以南地域における地域コミュニティセンタ

ーの基本構想策定状況・建設計画
◇住民票や印鑑登録証明書などが住基カードで取得

できる自動交付機の設置・住民基本台帳カードの
活用と障がい者の方への無料配布

◇小学校就学前までの乳幼児通院医療費助成制度の
拡充

◇市民へのカラスよけネットなどの無償配布

文
化
財
保
護
条
例
を
可
決

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び

同
補
充
員
の
当
選
人
を
決
定

第
4
回
定
例
会
で
審
議
さ
れ
た
主
な
議
案
の
内
容
及
び
取
り
扱
い
は
次
の
と
お
り
で
す
。

主
な
議
案
の
内
容
・
審
議
経
過

件　　　　　　　　　　名 議決結果
全員賛成
○平成２１年度水道事業・老人保健医療・財産区財産・パー
　トタイマー等退職金共済各会計決算
○平成２２年度水道事業（第２号）・国民健康保険（第４号）・
　公共下水道事業（第３号）・介護保険（第３号）・後期高
　齢者医療（第１号）各会計補正予算
○指定管理者の指定（青少年運動広場・体育館・テニスコー
　ト・温水プール・スポーツ広場・児童センター・障害児
　童センター・せっつ桜苑・ふれあいの里・みきの路・市
　民文化ホール・市民ルーム・自動車駐車場・自転車駐車場・
　保健センター・休日小児急病診療所・斎場・葬儀会館）
○大阪広域水道企業団を組織する市町村数の増加及びこれ
　に伴う大阪広域水道企業団規約の変更
○文化財保護条例の制定
○特別職の職員の給与に関する条例及び摂津市議会議員の
　議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正�
○市税条例の一部改正
○�スポーツセンター条例の一部改正
○コミュニティプラザ条例の一部改正
○自転車駐車場条例の一部改正
○�自転車等の放置防止に関する条例の一部改正
○脳脊髄液減少症の診断・治療の確立を求める意見書
○�ヒトＴ細胞白血病ウィルス１型（ＨＴＬＶ－１）総合対

策を求める意見書
○�学校保健安全法による医療費助成（歯科）の適用範囲拡

大を求める意見書

賛成多数

認　定

可　決

可　決

可　決

可　決
可　決

可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決

可　決

○�平成２１年度一般・国民健康保険・公共下水道事業・介
護保険・後期高齢者医療各会計決算

○�総合計画基本構想
○平成２２年度一般会計補正予算（第３号）（第４号）
○平成２２年度水道事業（第１号）・国民健康保険（第３号）・
　公共下水道事業（第２号）・介護保険（第２号）各会計補
　正予算
○市民図書館及び鳥飼図書センターの指定管理者指定
○事務分掌条例の一部改正
○一般職の職員の給与に関する条例等の一部改正
○子ども手当財源の地方負担に反対する意見書
○中小企業支援及び、金融支援策を求める意見書

選挙

認　定

可　決
可　決
可　決

可　決
可　決
可　決
可　決
可　決

○選挙管理委員会委員及び同補充員選挙 決　定

～ 市政の内容を問う ～一 般 質 問

生
活
道
路
の
変
更
と
安
全
対
策
に
関
す
る

請
願
を
閉
会
中
の
継
続
審
査
に

　

平
成
22
年
11
月
24
日
に
受
理
し
た
請
願
に
つ

い
て
は
建
設
常
任
委
員
会
の
審
査
を
経
て
、
12

月
15
日
の
本
会
議
で
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
す

る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

請
願
内
容
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

請
願
者　

下
垣
内 

寿
雄　

氏

署
名　
　

３
７
０
名

請
願
内
容

(1)
摂
津
市
営
三
島
住
宅
等
建
設
工
事
に
お
い

て
、
市
道
三
島
23
号
線
を
、
北
側
は
自
転
車
・

歩
行
者
が
安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う
に
歩
道
と

し
て
残
し
、
市
営
住
宅
側
（
南
側
）
に
自
動
車

道
を
設
置
す
る
計
画
と
す
る
。 

(2)
市
道
三
島
23
号
線
の
通
行
者
の
安
全
を
最
大

限
に
考
慮
し
、
そ
の
安
全
対
策
を
強
化
す
る
。

　

本
件
は
、
市
の
施
設
の
管
理
運
営
を
代
行
さ

せ
る
た
め
、
指
定
管
理
者
の
指
定
及
び
指
定
期

間
の
設
定
を
す
る
も
の
で
す
。
前
回
の
指
定
期

間
が
経
過
す
る
こ
と
に
伴
い
、
継
続
し
て
指
定

す
る
施
設
に
加
え
て
、
今
回
新
た
に
市
民
図
書

館
及
び
鳥
飼
図
書
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
も
指
定

管
理
者
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

（
管
理
者　

株
式
会
社
図
書
館
流
通
セ
ン
タ
ー
）

　

指
定
の
期
間
は
、
継
続
し
て
指
定
す
る
施
設

は
平
成
23
年
4
月
1
日
か
ら
３
年
間
、
新
し
く

指
定
す
る
施
設
が
5
年
間
で
す
。
本
件
は
、
11

月
30
日
の
本
会
議
で
そ
れ
ぞ
れ
提
案
説
明
を
受

け
、
委
員
会
の
所
管
に
従
い
、
建
設
、
文
教
、

民
生
の
各
常
任
委
員
会
で
審
査
を
行
い
、
12
月

15
日
の
本
会
議
で
可
決
し
ま
し
た
。　
　

指

定

管

理

者

の

指

定

１９

件

を

可

決

　


